
京都、 ２ ０ ０ １ 年８ 月１ ２ 日 
 
 
モーリ ス へ、  

  

 

暑い。 普通は体の外の方が体の内側よ り 涼し いはずだ、 特に湿度は低いはずだ。 で

も 、 日本の夏のこ の時期は違う 。 尿のよ う な、 暑い、 湿った空気が体を太陽光のご

と く 包み込み、 肌を なめる が感覚は無い。 体の境がど こ かわから ない。 夏は僕の肌

の上に、 中に、 下にある 。 それゆえ僕の肌は「 肌である 」 意味を 少し 失う 。 それに

ついては言う こ と はそれだけ。   

 

 

日本の女性は、 高く て細いかかと のハイ ヒ ールで身を 高く する 。 小さ いこ と へのコ

ンプレ ッ ク ス がその理由ら し い。 でも 別の理由も ある よ う だ。 細い靴は脚を守って

く れず、 ひっ き り なし にぶつかる 。 だから 彼女達のほと んど は足、 ふく ら はぎ、 脚

の下部から 腿のつけね、 ひざの上ま で、 傷つき 、 青あざがある 。 彼女達の脚は丈夫

で強い。 「 つま 先立ちのよ う にし て」 いつも 歩いている から 。 常にこ すれる 部分に

は魚の目ができ る 。 脚は西洋美が求める 制約の形を 取り 、 歪み、 はれる 。 それが女

の足だ。 僕にはある 考えがう ずく よ う に徐々に浮かんでく る 。 高いハイ ヒ ール、 そ

のほと んど がか細く 、アキレ ス 腱の下にぶら 下がっている ヒ ールは、日本女性の「 現

状」 を 表し ている よ う に思える 。 と がっ た先に身を 置き 、 身を高め、 彼女達は自分

には無い脚を ま る で作り 上げなければなら ないと 思っ ている かのよ う だ。  

彼女達の土台は今にも 折れそう な棒、 常に転びそう だ。  

 

 

こ の「 今にも 転びそう な風情」 こ そが、 男性の興奮を 呼び起こ す、 少なく と も 呼び

起こ すはずのこ の種の靴のねら いなのだろう 。 拷問のよ う なも の、 強制さ れたアン

バラ ン ス は同情を 、 そし て哀れみを さ えさ そう 。 びっこ にさ れ、 かよ わく さ れた、

そのよ う なも のを 身につける 女性や、 時には男性は、 邪悪な影のも と 開始さ れる 狩

の獲物だ。 誰も が知る よ う に、 美し く かよ わい不具者をみる と 、 し おれさ せ、 中傷

し 、壊し たく なる 。そし て美し く かよ わい不具と いう 定義の中に、性の生々し さ が、

存在の根拠や自ら の姿を 見いだす事も 我々は知っている 。 地面 と の接触が益々希薄

になり 、逃げよ う と し ている のか、 それと も逃げ道を閉ざそう と し ている のか、 こ

の地震の多い国で一センチ角の土台の上の高みにと ど ま る 日本の女性は、 悲惨だ。

そし て戦後日本、戦後から抜けき れない日本に呼応し た暗喩に富んだヴィ ジョ ン を

与えてく れる 。   

友情を 込めて、   

 

エリ ッ ク ・ ヴァン ・ ホーヴ  
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